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白鷺のうた
白い光の中に 山並みはもえて

遙かな空の果てまでも 君は飛び立つ

春は名のみの風の寒さを感じながらも、

庭の木の芽は少しずつ膨らんできました。

卒業に向けた歌声があちこちで聞こえ、別

れの時が近づいていることを実感していま

す。自分の進路を切り開くため最後の頑張

りを見せている３年生が、残り少ない乙女

中での日々をしっかりと刻むことができる

よう、全力で応援していきたいと思います。

１・２年生も、それぞれの体験から多く

を学んできました。進級への準備も万端で

す。３月８日の卒業式に向けて学校全体で

一つになり取り組んでいます。ご理解、ご

協力のほどをよろしくお願い致します。

第２学年から
立志記念スキー学習1月 21～ 23日

今年も２年生は猪苗代へ立志記念スキー

学習に行ってきました。初日は雨が激しか

っ た た め 、 室 内 で 講

習 を 受 け ２ 日 目 に 残

り の レ ッ ス ン を 繰 り

越 し ま し た 。 イ ン ス

ト ラ ク タ ー に 体 の 使

い 方 や 安 全 の た め の

心得等をしっかり教えてもらいました。

そして一日目夜は立志式です。厳かな雰

囲気の中、実行委員長のあいさつから始ま

り、１組・２組・３組の３人の立志作文発

表がありました。どれも将来のことを真剣

に考えた立派な内容でした。

最 後 の 合 唱 は 「 変

わらないもの」。

そ の 場 に い た 一 人 一

人 の 心 に 残 る す ば

らしい歌声でした。

自 分 の 過 去 と 未 来

に 向 き 合 う 貴 重 な

時間となりました。
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発行者 校長 藤田 直美

２日目は午前・午後

・ナイターとスキー三

昧でした。初めてだっ

た人も、リフトに乗り、

自分の力で滑れるよう

になりました。立志で

スキーを行う意義である「挑戦」と「達成」

を感じることができました。

たくさん動いた後の

食事はとても待ち遠し

かったです。昼間は班

別行動なので、友達と

の報告会も盛り上がり

ました。

３日目。スキー学習

最終日は、多少の疲労感を覚えながらも、

しっかりと朝食を済ませゲレンデに向かい

ました。インストラクターの温かく熱心な

ご指導に感謝の気持ちを抱きながら最後の

教 え を い た だ き ま し

た 。 ス キ ー の 楽 し さ

を 十 分 に 味 わ え た 、

と て も 充 実 し た ３ 日

間でした。
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高校学科説明会 2月16日

将来の目標を見つけた後は、進級に向け

て具体的な進路学習が始まります。まずは

進むべき学科を見極めるために、各高校の

先生方から直接説明をいただきました。

そ れ ぞ れ の 学 科 で 目 指

すもの や取 れる資格 が異

なり、 職業 にも大き く影

響 す る

こ と が

分 か り

ま し た 。 具 体 的 な 進 路

先 決 定 に 有 力 な 手 が か

りとなりそうです。
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第１学年から
結城紬着心地 ･糸紡ぎ体験 1月 26日

地 域 の 伝 統 文 化 を 知

る と い う 目 的 で 、 講 師

の 先 生 を お 招 き し て 結

城 紬 体 験 を 実 施 し ま し

た 。 男 女 代 表 ２ 名 の 着

付 け を 見 せ て も ら い 、

その後糸紡ぎを全員が体験しました。

２学 期 の 渡良 瀬 遊水

地 学 習 ・ ３ 月 の 間 々 田

ひ も 体 験 と 、 １ 年 生 は

充 実 し た 地 域 学 習 を 行

っ て い ま す 。 こ れ ら の

学 習 を 通 し 、 今 住 ん で

いるこの地域に理解と愛着（郷土愛）をも

ち、地域に貢献できる生徒に成長していっ

てほしいと思います。

職業人講話 2月19日

キャリア教育の第一

弾として、生徒の希望

の多かった職業の方か

らお話を伺いました。

今まで遠く感じていた

将来の職業について、

身近なものとして学ぶことができたようで

す。次年度に行う職場体験学習の参考にな

ることと思います。

今 回 選 ば れ た の は 次

の４つの職業でした。

警察官 美容師

イラストレーター

スポーツ選手

特別支援学級から
第２回小中交流会 2月16日

今 回 は 乙 女 小 で 、

前 半 が 小 学 校 企 画 の

「魚つり」、後半が中

学 校 企 画 の 「 し っ ぽ

取 り 」 と い う 内 容 で

行 い ま し た 。 ２ 回 目

でお互いに気心が知れたせいか、始めから

和気藹々とした雰囲気でした。中１ギャッ

プの解消やコミュニケーション力向上等の

ために提案された企画でしたが、子供達の

楽 し そ う な 姿 に 小 中

交 流 の 必 要 性 を 強 く

感 じ ま し た 。 あ と ２

ヶ 月 で 入 学 す る 予 定

の ６ 年 生 に と っ て も

有意義な時間でした。

第４回学校運営協議会 2月 15日
今回の協議会は、主に学校評価について

検討されました。先日保護者の皆様には既

にご報告済みですが、結果についてご意見

を伺いましたので一部分を紹介致します。

3 場に応じたあいさつをしている

（生徒97％ ･保護者90％ ･教員47％）

・教員と生徒保護者の捉え方が異なって

いる。教員は以前から大きな声のあい

さつを奨励しているが、家庭内では声

の大きさは関係なく認められる。

12 毎日読書している

（生徒35％ ･保護者37％ ･教員27％）

・新聞も取らなくなったし、言葉に触れ

る機会が減っている。大人も読書しな

くなったのではないか。紙媒体の本が

なくなりつつあることも影響している

と思う。

16 自分が大切な存在と思う

（生徒80％ ･保護者94％ ･教員100％）

・子供達の 20％ が自分を大切と思って

いないことに衝撃を受けた。自分を大

切にするという意味自体も理解してい

ないのかもしれない。自尊感情は家庭

や学校・地域でしっかりと育んでいき

たい。

後半は部活動の地域移行についての話題

でした。部活動の意義を考えると、具体的

な指導者や費用面等、地域の受け入れ体制

がまだ整っていないことを危惧する声が多

かったです。

今年度最後の協議会でした。数々のご意

見ありがとうございました。今回の内容は

次年度の学校経営に生かして参ります。

令和６年度PTA委員決まる！

１年生1月26日 ･２年生2月16日の

2日間に渡り、令和６年度PTA委員を

決める学級PTAが開催され、本部 ･研

修 ･広報 ･学年の新体制ができました。

委員をお引き受け下さった保護者の皆

様、ご協力ありがとうございました。

１年間よろしくお願い致します。

～お気づきの点等ございましたら下記まで～

乙女中学校 TEL:0285-45-3600

FAX:0285-45-9834

E-mai l :otomej@oyama-tcg .ed . jp


